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中学生の皆さんにおすすめの本を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

千代田図書館 

学校支援担当発行 

 冬の図書だより 

２０１４ 

中学生版 

わがままな女
じょ

王
おう

が大
おお

晦
みそ

日
か

に「４月の花マツユキソウを新年までに御殿へ届けるべし」とお布
ふ

令
れ

を

出した。届けた者には豪
ごう

華
か

な褒
ほう

美
び

が与えられるという。褒美に目がくらんだ継
まま

母
はは

は、マツユキソ

ウを摘んでこいと、ままむすめを吹雪
ふ ぶ き

の中へ追い出す。凍
い

てつく寒さの中、ままむすめは森の奥

に明るく燃える焚き火を見つける。ロシアの昔話をマルシャークが美しい戯
ぎ

曲
きょく

にまとめた。 

『森は生きている』 

サムイル・マルシャーク／作 湯
ゆ

浅
あさ

芳
よし

子
こ

／訳 岩波書店 

大
おお

晦
みそ

日
か

、深い森の奥で１２の月は除
じょ

夜
や

の焚
た

き火
び

をかこむ 

 

冬の間、オランダの人々は固く凍った運
うん

河
が

の上をスケートで行き来する。10 歳のピートもスケ

ートが大好きだ。ドイツに占
せん

領
りょう

されて１年以上が経ち、物
ぶっ

資
し

の乏
とぼ

しい中、母さんが贈ってくれた

のは小さな赤い革の手帳。いつかレースに出場する日を夢見て、ピートはそこにスケートレース

について調べたことを書き込んでいる。ある日の午後、そんなピートは重大な仕事を任
まか

される。 

『ピートのスケートレース －第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

下
か

のオランダでー』 

ルイーズ・ボーデン／作 ニキ・ダリー／絵 ふなとよし子/訳 福
ふく

音
いん

館
かん

書店 

国
こっ

境
きょう

を越
こ

えて極
ごっ

寒
かん

の氷
ひょう

上
じょう

をすべる少年のゆくえは？ 

 

帝政
ていせい

ロシアの、サンクトペテルブルク。ホテルで生まれ育ち、外に一度も出たことがない少女マ

ウスはプロの殺し屋、タムシンという女性に出会い友達となる。しかしタムシンは雪の女王の暗

殺を遂
すい

行
こう

するため、そして父の仇
かたき

を討
う

つためにホテルを爆
ばく

破
は

すると言い出した。何百人もが死ぬ

恐れのある爆弾への点火をどうにか止めたいマウスの前に、雪の女王が現れて…。 

 

『氷の心臓
し ん ぞ う

』 

カイ・マイヤー／著 遠
とお

山
やま

明
あき

子
こ

／訳 あすなろ書房 

 
実際に起きた皇帝

こうてい

暗殺事件をベースにした幻想的
げんそうてき

フィクション 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「今は昔、竹取の翁
おきな

といふものあ

りけり」日本最古の物語とも言われ

ている『竹取物語』が、江國香織さ

んの瑞々
みずみず

しい訳でよみがえった。か

ぐや姫の美
び

貌
ぼう

に翻
ほん

弄
ろう

される男たち。

しかし、かぐや姫の出す課題をクリ

アできる者は一人もいない。そこま

でやるか…と可笑
お か

しくも悲しいお

話である。立原位貫さんの江戸時代

の技法、材料にこだわった美しい浮

世絵も一
いっ

見
けん

の価値あり。 

千年の時を超えた日本最古のファンタジー 

 

『竹
た け

取
と り

物
も の

語
がたり

』 

江
え

國
くに

香
か

織
おり

／文 立
たち

原
はら

位
い

貫
ぬき

／画 新潮社
しんちょうしゃ

 

 

元野球部員の直樹はサッカー部を

辞
や

めたカナブンと帰る途中、男にか

らまれているテツガクを助けた。そ

れ以来、3人は共に放課後を過ごす

帰宅部となった。映画で観
み

たスケー

トボードをまねて手作りし、乗る練

習に明け暮れる毎日。ある日、運動

が苦手なテツガクが、８ミリカメラ

を抱
かか

えてやって来て、映画を撮ると

いう…。ちょっぴりせつなく、ひた

むきな中学時代を振り返る物語。 

「カナブンが僕をひとりから解放
かいほう

してくれた」 

 

『帰
き

宅
た く

部
ぶ

ボーイズ』 

はらだみずき/作 幻
げん

冬
とう

舎
しゃ

 

 

マララがもし日本に生まれていた

ら、学校に通い休日は友だちと買い

物などを楽しんでいただろうか。け

れどマララが生まれた国では、外出

することも、普通に勉強をすること

さえも危険を伴うのが現状である。

女性の教育を受ける権利を認めな

いと考える人たちによって銃
じゅう

撃
げき

さ 

れたマララ。「すべての人に平和と

教育を」。一命を取り留めた彼女は

今も命がけで活動を続けている。 

ノーベル平和賞を受賞した 

少女の想いをひも解こう 

 

『武器
ぶ き

より一冊の本をください 
少女マララ・ユスフザイの祈り』 

ヴィヴィアナ・マッツア／著 横山
よこやま

千
ち

里
さと

／訳 金の星社 

 

中学 1 年生のクラスメイト 24 人

それぞれを主人公にした、24 の短

いお話からなる全 2 巻の短
たん

編
ぺん

集
しゅう

。

一見「ふつう」の中学生の「なんて

ことない」日常だが、同じ教室で過

ごす一人一人の目に映る風景のち

がいが丁寧
ていねい

にすくいとられている。

それぞれを描きながらも、いつのま

にか全体がひとつにまとまってい

く。自分や友人に重なるエピソード

がきっとひとつは見つかるはず。 

２４人でリレーした「中学１年」の１年間 

 

『クラスメイツ』（前期・後期） 

森
もり

絵
え

都
と

／著 偕成社 

 


